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教
育
委
員
会
の
会
議
は
、
毎
月
原
則
第

一
金
曜
日
に
定
例
会
、
そ
の
他
必
要
に
応

じ
て
臨
時
会
を
開
催
し
、
教
育
行
政
の
基

本
的
方
針
の
決
定
や
規
則
改
正
な
ど
の
議

案
を
審
議
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
教
育
委
員
は
、
会
議
で
の
審
議

の
ほ
か
、
市
立
学
校
へ
の
訪
問
や
東
京
都

市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
総
会
等
へ
の

参
加
を
行
い
、
教
育
現
場
や
幅
広
い
課
題

の
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

14
年
度
上
半
期
の
主
な
審
議
案
件
と
活
動

４
月
○
三
鷹
市
立
図
書
館
の
管
理
運
営
に

関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
（
祝
日

開
館
の
開
始
）

平
成
15
年
１
月
13
日
Ã
に
三
鷹
市
公
会

堂
で
、
昭
和
57
年
４
月
２
日
〜
昭
和
58
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
を
対
象
に
し
た
、

成
人
を
祝
福
す
る
つ
ど
い
の
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

内
容
に
つ
い
て
は
、
現
在
新
成
人
を
中

心
と
し
た
実
行
委
員
会
で
検
討
中
で
す
。

成
人
と
な
っ
た
記
念
に
、
ぜ
ひ
あ
な
た

も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

∞
生
涯
学
習
課
ò
内
線
３
３
１
２

【
団
体
】

洋
輝
久
会
（
現
代
日
本
舞
踊

会
長
・
内
海
洋
輝
久
）、
コ
U

ル
あ
じ
さ

い
（
合
唱
　
代
表
者
・
嶋
よ
う
子
）、
三

鷹
市
吹
奏
楽
団
（
代
表
者
・
柏
木
利
介
）

【
個
人
】

小
田
切
清
子
（
三
鷹
市
大
正

琴
同
好
会
）、
辰
口
陸
男
（
三
鷹
市
管
弦

楽
団
）、
南
容
司
（
三
鷹
市
歌
謡
連
盟
）、

関
根
洋
一
（
三
鷹
市
野
球
連
盟
）、
山
本

精
五
（
三
鷹
市
野
球
連
盟
）、
竹
川
文
丈

（
三
鷹
市
ス
キ
U
連
盟
）（
敬
称
略
）

∞
総
務
課
ò
内
線
３
２
１
３

教
育
委
員
会
で
は
、
教
育
の
普
及
や
振

興
に
特
に
功
績
の
あ
っ
た
団
体
、
市
民
お

よ
び
名
誉
を
高
め
、
模
範
と
な
る
行
為
の

あ
っ
た
児
童
・
生
徒
等
を
、
毎
年
、
表
彰

し
て
い
ま
す
。

平
成
14
年
11
月
１
日
に
は
、
次
の
み
な

さ
ん
が
、
長
年
の
優
れ
た
体
育
・
芸
能
等

の
文
化
・
ス
ポ
U
ツ
活
動
に
よ
り
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

三
鷹
市
社
会
教
育
委
員
会
議
か
ら
２
年

間
の
任
期
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
教
育
委

員
会
に
『
生
涯
学
習
計
画
改
定
に
向
け
て

の
意
見
』
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、

市
で
は
現
在
改
定
に
向
け
て
検
討
を
行
っ

て
い
る
生
涯
学
習
計
画
に
意
見
を
反
映
し

て
い
く
予
定
で
す
。

意
見
で
は
、
市
が
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

と
し
て
い
る
「
協
働
」
と
い
う
概
念
を
生

涯
学
習
に
お
い
て
も
重
視
し
、
市
民
は
も

と
よ
り
、
大
学
や
研
究
機
関
、
住
民
協
議

会
等
の
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
協
働
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
、
設
置
が
予
定
さ
れ
て
い

る
「
市
民
総
合
大
学
」
（
仮
称
）
に
は
、

①
質
の
高
い
高
度
の
専
門
性
を
も
っ
た
講

座
、②
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
と
し
て
の
講
座
、

③
三
鷹
の
ま
ち
づ
く
り
の
人
材
養
成
に
役

立
つ
講
座
と
い
う
３
つ
の
要
素
を
持
つ
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

意
見
は
次
の
９
つ
の
事
項
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

１

民
間
を
含
め
総
合
的
な
学
習
機
会
の

整
備
と
し
て
「
市
民
総
合
大
学
」（
仮

称
）
を
設
置
す
る
。

２

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
U
を
設
置
す

る
。

３

市
民
が
生
涯
ス
ポ
U
ツ
に
積
極
的
に

参
加
で
き
る
よ
う
、
三
鷹
市
の
独
自
性

を
生
か
し
た
総
合
型
地
域
ス
ポ
U
ツ
ク

ラ
ブ
を
設
置
す
る
。

４

小
・
中
学
校
に
設
置
さ
れ
た
学
校
図

書
館
の
地
域
開
放
を
す
す
め
、
市
立
図

書
館
と
の
連
携
強
化
を
推
進
す
る
。

５

市
内
お
よ
び
近
隣
地
域
の
大
学
、
高

校
、
研
究
機
関
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
民
間
事
業

体
と
の
共
催
事
業
、
公
開
授
業
を
開
設

す
る
。

６

住
民
協
議
会
と
連
携
し
て
、
地
域
の

社
会
教
育
活
動
や
図
書
館
事
業
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
い
っ
そ
う
充
実
さ
せ
る
よ
う

努
め
る
。

７

「
地
域
子
ど
も
ク
ラ
ブ
」
（
仮
称
）

の
支
援
、
児
童
青
少
年
の
団
体
育
成
、

並
び
に
こ
れ
ら
の
指
導
者
の
育
成
を
図

る
。

８

社
会
教
育
会
館
（
公
民
館
）
事
業
を

さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
。

９

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
（
地
域
ケ
U
ブ
ル

テ
レ
ビ
な
ど
）
を
利
用
し
た
学
習
機
会

の
支
援
・
充
実
を
図
る
。

∞
生
涯
学
習
課
ò
内
線
３
３
１
１

○
三
鷹
市
公
立
学
校
の
管
理
運
営
に

関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
（
市
立

小
中
学
校
に
主
幹
を
設
置
）

○
「
主
幹
」
の
設
置
に
関
す
る
規
則

改
正
を
し
な
い
よ
う
求
め
る
請
願

○
三
鷹
市
立
幼
稚
園
廃
止
方
針

○
市
立
幼
稚
園
廃
止
に
関
す
る
請
願

○
平
成
14
年
度
基
本
方
針
と
事
業
計

画

５
月
○
三
鷹
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部

改
正
の
申
出（
市
立
幼
稚
園
廃
止
）

●
関
東
甲
信
静
市
町
村
教
育
委
員
会

連
合
会
総
会
出
席

●
東
京
都
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合

会
定
期
総
会
出
席

６
月
○
三
鷹
市
立
学
校
の
通
学
区
域
に
関

す
る
規
則
の
一
部
改
正

７
月
●
学
校
訪
問
（
一
小
、
こ
じ
か
幼
）

８
月
○
三
鷹
市
立
学
校
施
設
の
開
放
に
関

す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正

（
七
中
地
域
交
流
室
の
開
放
）

○
三
鷹
市
立
図
書
館
の
管
理
運
営
に

関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
（
イ
ン

タ
U
ネ
ッ
ト
予
約
の
開
始
）

９
月
○
社
会
教
育
委
員
、
公
民
館
運
営
審

議
会
委
員
、
文
化
財
専
門
委
員
の

委
嘱

（
○
は
会
議
の
審
議
案
件
、
●
は
会
議
以

外
の
活
動
）

∞
総
務
課
ò
内
線
３
２
１
３

動
を
支
援
し
て
い
る
青
少
年
委
員
協
議
会

で
は
、
今
年
度
、
新
し
い
企
画
と
し
て

「
み
た
か
あ
そ
び
隊
」
と
い
う
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
学
校
施
設
を

利
用
し
「
遊
び
を
通
し
て
親
子
や
地
域
と

の
ふ
れ
あ
い
を
見
直
そ
う
¿
」
を
テ
U
マ

に
、
市
内
の
各
地
区
に
青
少
年
委
員
自
身

が
出
向
き
、
地
域
の
み
な
さ
ん
た
ち
と
一

緒
に
子
ど
も
た
ち
へ
の
遊
び
の
出
前
を
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

11
月
２
日
—
に
は
そ
の
第
１
弾
と
し

て
、
東
台
小
学
校
を
会
場
に
先
生
方
、
青

少
年
対
策
地
区
委
員
や
父
母
と
教
師
の
会

の
み
な
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
児
童
と
そ

の
保
護
者
、
地
域
の
み
な
さ
ん
155
人
の

参
加
の
も
と
色
鮮
や
か
な
風
船
を
使
っ
た

「
バ
ル
U

ン
ア
U

ト
で
遊
ぼ
う
¿
」
と
い

う
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
の
た
め

に
猛
特
訓
を
し
て
き
た
青
少
年
委
員
と
カ

ペ
ラ
の
会
（
中
学
生
〜
20
代
の
若
者
を
中

心
に
活
動
を
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
U

プ
）、
連
合
青
年
団
の
若
い
お
兄
さ

ん
と
お
姉
さ
ん
た
ち
の
指
導
の
も
と
、
最

初
は
こ
わ
ご
わ
風
船
に
さ
わ
っ
て
い
た
子

ど
も
た
ち
も
お
馴
染
み
の
プ
U

ド
ル
や

剣
、
か
わ
い
い
花
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
早
速
、
作
っ
た
剣
で
互
い
に
腕

試
し
を
す
る
風
景
も
見
ら
れ
、
最
後
の
自

由
テ
U
マ
に
よ
る
グ
ル
U
プ
発
表
の
時
に

は
個
性
豊
か
な
楽
し
い
風
船
の
芸
術
品
を

仕
上
げ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も

を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
大
人
が
中
学
生

の
考
え
を
理
解
し
て
い
こ
う
と
い
う
主
旨

に
よ
り
、
三
鷹
警
察
署
、
三
鷹
市
、
市
教

育
委
員
会
の
主
催
に
よ
る
第
５
回
中
学
生

意
見
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

10
月
26
日
—
、
三
鷹
市
教
育
セ
ン
タ
U

は
、
三
鷹
警
察
署
長
、
教
育
委
員
長
、
教

育
長
、
市
議
会
議
長
、
警
視
庁
立
川
少
年

セ
ン
タ
U
所
長
、
小
中
学
校
長
、
関
係
団

体
の
120
人
を
超
え
る
参
加
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

発
表
代
表
者
と
テ
U
マ
は
次
の
と
お
り

で
す
。

第
一
中
学
校
・
近
藤
高
央
君
の
「
会
話

の
大
切
さ
」、
第
二
中
学
校
・
柏
木
綾
さ

ん
の
「
差
別
」、
第
三
中
学
校
・
飯
野
大

志
君
の
「
サ
ッ
カ
U
で
で
き
る
・
世
界
の

絆
」
、
第
四
中
学
校
・
村
上
直
毅
君
の

「
外
国
人
差
別
に
つ
い
て
」
、
第
五
中
学

校
・
臼
井
祐
太
君
の
「
父
に
学
ぶ
―
障
害

が
あ
っ
て
も
―
」、
第
六
中
学
校
・
寺
尾

佳
恵
さ
ん
の
「
給
食
か
ら
考
え
た
こ
と
」、

第
七
中
学
校
・
椋
尾
香
菜
実
さ
ん
の
「
生

き
る
」

力
強
い
発
表
を
聞
い
て
、
山
田
教
育
委

員
長
か
ら
は
、「
三
鷹
市
は
Ｉ
Ｔ
教
育
で

日
本
一
と
な
り
ま
し
た
が
、
青
少
年
健
全

育
成
の
分
野
で
も
こ
こ
に
い
る
み
な
さ
ん

の
ご
尽
力
を
得
て
日
本
一
を
目
指
し
た

い
。
こ
の
会
は
、
中
学
生
を
理
解
し
よ
う
、

中
学
生
の
心
の
問
題
を
解
決
し
て
い
こ
う

中
学
生
が
、
家
庭
や
学
校
、
日
ご
ろ
の

生
活
の
中
で
感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と

三
鷹
市
で
は
、
第
３
次
基
本
計
画
に
基

づ
き
、
第
一
小
学
校
の
ス
U
パ
U
リ
ニ
ュ

U

ア
ル
（
総
合
的
な
大
規
模
改
修
工
事
）

を
実
施
し
ま
す
が
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
、

地
域
の
み
な
さ
ん
や
学
校
関
係
者
と
の
協

働
に
よ
る
基
本
計
画
を
つ
く
る
た
め
、
ス

U
パ
U
リ
ニ
ュ
U
ア
ル
市
民
検
討
会
議
を

発
足
さ
せ
ま
し
た
。

会
議
は
平
成
14
年
10
月
か
ら
開
催
し
、

第
一
小
学
校
の
現
況
確
認
、
耐
震
等
の
課

題
別
説
明
・
検
討
の
ほ
か
、
他
校
の
視
察

を
行
い
、
ス
U
パ
U
リ
ニ
ュ
U
ア
ル
計
画

を
策
定
す
る
た
め
の
共
通
認
識
を
深
め
て

い
ま
す
。

今
後
も
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
基
本
計

画
を
策
定
す
る
た
め
、
充
実
し
た
会
議
を

継
続
し
て
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

∞
施
設
課
ò
内
線
３
２
２
３

完
全
学
校
週
五

日
制
導
入
後
、
地

域
に
お
け
る
子
育

て
支
援
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
地

域
に
根
ざ
し
た
活

動
を
目
的
に
青
少

年
の
健
全
育
成
活

教
育
委
員
の
主
な
活
動

教
育
委
員
会
表
彰

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

成
人
を
祝
福
す
る

つ
ど
い
の
お
知
ら
せ

三
鷹
市
青
少
年
委
員
協
議
会

`

み
た
か
あ
そ
び
隊
a

東
台
小
学
校
に
参
上
¿

ス
ー
パ
ー
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

市
民
検
討
会
議
発
足

何ができるかな バルーン戦士（？）

と
の
目
的
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
日

の
発
表
を
聞
き
、
み
ず
み
ず
し
い
感
性
を

も
ち
、
貴
重
な
体
験
か
ら
問
題
を
掘
り
下

げ
て
く
れ
た
各
中
学
校
の
代
表
の
み
な
さ

ん
に
、
胸
を
熱
く
し
ま
し
た
。
改
め
て
あ

り
が
と
う
、
と
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で

す
」
と
の
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

∞
生
涯
学
習
課
ò
内
線
３
３
１
１
・
指

導
室
ò
内
線
３
２
４
３

も
大
人
も
バ
ル
U
ン
ア
U
ト
を
通
し
て
夢

中
で
遊
ん
で
、
い
っ
ぱ
い
触
れ
合
う
こ
と

の
で
き
た
ひ
と
と
き
に
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、「
み
た
か
あ
そ
び
隊
」
が
次
に

現
れ
る
の
は
ど
こ
の
小
学
校
か
な
？

∞
生
涯
学
習
課
ò
内
線
３
３
１
１

『
生
涯
学
習
計
画
改
定
に
向
け
て
の
意
見
』
が

三
鷹
市
社
会
教
育
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